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株式会社ウィズウィグ 医学翻訳教室アンセクレツォ 受講約款 

 
第1条（契約の成立） 

1. 受講生は、受講申込書の内容および以下の条項を承

諾の上、株式会社ウィズウィグ（以下、「本教室」と

いいます）に対して受講の申込みを行い、本教室がこ

れを承諾した時点で契約が成立するものとします。 

2. 前項の定めにかかわらず、以下の各号の事由に該当

する場合は、各要件を充足することを条件として契約

が成立するものとします。 

 ①未成年であるときは、親権者の同意があること 

 ②本教室が、本人であることを証明できる資料（運

転免許証、パスポート等）の提示を要請した場合、

それを提示すること 

 ③その他受講申込書などに記載された条件を充たす

こと 

第2条（役務の提供及び対価の支払い） 

1. 本教室は学習カリキュラムの中から受講生が選択し

た募集要項記載の内容の役務を提供します。 

2. 受講生は募集要項記載の入学金及び受講料を案内期

日までに本教室が指定する銀行口座への振込みにより

支払うこととします。なお、振込手数料は、受講生の

負担とします。 

3. 受講生が受講を希望するクラスが開講できる人数に

達しない場合は、クラスを開講しない場合があります。

但し、その場合は納入金の全額を返還することとしま

す。 

第3条（学習指導の実施場所） 

本教室は募集要項記載の場所において学習指導を行い

ます。但し、やむを得ない事情がある場合には他の場

所に移動することがあります。 

第4条（学習指導期間と契約期間） 

学習指導の契約期間は、募集要項に記載された期間と

します。 

第5条（クーリング・オフ）※別紙１記載の講座は対象

外 

1.受講生は、契約締結時の交付書面を受領した日から起

算して8日間を経過するまでの間は、本教室に対して書

面により、契約の解除（以下、「クーリング・オフ」

といいます）をすることができます。 

2.本教室はクーリング・オフに伴う損害賠償または違約

金を請求しません。 

3.クーリング・オフは、それを行う旨の書面を発したと

きに、その効力を生じます。 

4.クーリング・オフがあった場合において、テキスト等

の郵送が既になされているときは、その返還に要する

費用は本教室が負担いたします。 

5.クーリング・オフがあった場合において、既に役務が

提供されている場合であっても、その対価である金銭

6.代金支払後にクーリング・オフがされた場合、本教室

は速やかに全額を返金します。 

7. 受講生は、本教室が解除に関する事項について不実

告知をして誤認した場合、または威迫行為により解除

を行なわなかった場合は、受講生が改めてクーリン

グ・オフが可能であることを示した書面を受領し、そ

の旨を告げられてから8日間は、クーリング・オフが可

能です。 

第 6 条（中途解約）※別紙１記載の講座は対象外 

1. 受講生は、クーリング・オフ期間経過後においても、

契約を中途解約することができます。その際、本教室

が受講生に対して請求する損害賠償等の額は、特定商

取引法第 49条第 2項ならびに特定商取引に関する法律

施行令第 15 条及び第 16 条の規定により以下の通りに

なります。 

①受講開始前 Basic コース総合 NEW、個別指導講座

（テキストを発行する場合）、個別指導講座

Executive（テキストを発行する場合）15,000 円（テ

キストの破損・汚損等を考慮した額、事務手数料） 

上記以外の講座：8,000 円(事務手数料) 

②受講開始後 アとイの合計額 

  ア 既に提供された講座受講の対価に相当する額 

  （講義料・テキスト代・課題添削料等を考慮し

た講座ごとの額） 

  イ 50,000 円または契約残額の 20％に相当する

額のいずれか低い額 

2. 個別指導講座(個人指導)・個別指導講座 Executive (個

人指導)においては役務の単価を時間数によって計算し、

その他の講座においては回数をもって役務の単価を計算

するものとします。役務の単価を時間数によって計算する

場合において、一回の講義時間の一部でも受講したとき

は、当該一回分の講義の全時間を受講した時間とみなしま

す。 

3. 返還金のある場合は、口座振込の方法で速やかに受

講生に返還するものとします。 

第7条（受講時期の延期） 

開講日前、以降に関わらず、やむを得ない事情により

受講生が受講時期の延期を希望する場合、納入金を返

還しないことを条件に、振り替える講座の開講日から1

年以内に開講する同内容の講座を振替受講することが

できます。なお、受講時期の延期は1回のみとします。 

第8条（役務を提供できないときの取り扱い） 

本教室は、申込者の契約した役務を提供できないとき

は、代講または休講とし、休講の場合はできる限り補

講を行います。補講に参加できない受講生には、休講

分の受講料を速やかに返還いたします。この場合、役

務の単価は回数をもって計算するものとします。 
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の支払い義務はありません。 

 

第9条（受講資格の譲渡等禁止） 

受講生は、受講資格についてこれを他に譲渡、転売、 

貸与又はその他の担保に供することはできないものと

する。 

第10条（遵守義務） 

受講生は、以下の各号の行為を行ってはならないもの

とします。 

①本教室の運営担当者及び講師又は他の受講生に対

する暴力行為 

②本教室の講座会場施設備品に対する破損行為 

③本教室、本教室の運営担当者及び講師又は他の受

講生に対する誹謗中傷行為 

④酒気を帯びた状態での本教室の講座会場への立入

る行為 

⑤指定場所以外での飲食・喫煙をする行為 

⑥本教室の施設において、政治活動、宗教活動、営

業活動等、受講目的以外の理由で、本教室の従業

員又は受講生と接触する行為 

⑦本教室の著作権を侵害する行為 

⑧本教室の講座に関連し、コンピューターウイルス、

その他の有害なコンピュータープログラムを含む

情報などを送信する行為 

⑨講座内容の写真撮影、録音、録画する行為 

⑩その他本教室の正常な講座運営を妨害する行為 

第11条（受講制限及び本教室による解除） 

1. 受講生が以下の各号のいずれかに該当する場合に

は、本教室の講座の受講を制限するものとします。 

 ①前条及びその他の本約款の各条項に違反した場合

又は違反するおそれがある場合 

 ②本教室の名誉、信用を毀損した場合 

 ③その他本教室が受講制限の必要があると判断に足

る相当な理由がある場合 

2. 前項に該当し、催告後も相当な期間内に改善されな

い場合又はその態様が悪質な場合には、本教室は本契

約を解除することができるものとします。 

第12条（著作権） 

1. 教材とは、本教室が実施する講座で使用するテキス

ト、レジュメ、板書、及び講義が収録されたカセット

テープ、ビデオテープ、ＤＶＤその他メディア等、い

かなる媒体であるかを問わず、文字・音声・画像情報

のいずれかが記録されたものすべてを言います。 

2. 前項の教材に関する著作権、商標権等の一切の権利

は、すべて本教室又は本教室が使用許諾を受けている

者に帰属します。 

3. 本教室の教材について、以下の各号に該当する行為

を禁止します。 

①方法、理由の如何を問わず、教材の複製物を作成

すること 

②方法、理由の如何を問わず、第三者に売却、貸与

譲渡、公開すること 

民事上の措置（損害賠償等）、及び著作権法に基づく

刑事上の措置をとるものとします。 

第13条（不可抗力による免責事項） 

戦争、暴動、自然災害、交通機関の遅延または不通、

講師の死亡・事故など、不可抗力により役務の提供、

遅延、変更、中断、もしくは廃止、その他講座に関連

して発生した申込者の損害について、本教室は一切の

責任を負わないものとします。 

第14条（合意管轄） 

受講生と本教室との間の裁判上の紛争が生じたときに

は、東京簡易裁判所または東京地方裁判所を調停及び

第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 

第15 条（附則） 

1. 本約款に定めのない事項については、民法及びその

他の法令によるものとします。 

2. 本約款に定める事項について疑義が生じた場合、そ

の他本約款に関して争いが生じた場合には、原則とし

て、両者協議の上、解決するものとします。 

第16条（約款の変更） 

1. 本約款は、受講生の事前の承諾を得ることなく、全

部又は一部を変更できるものとします。 

2. 前項の変更については、本教室が変更後の本約款を

ウェブサイトに公示したとき効力を生じるものとしま

す。 
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③その他本教室に帰属する著作権を侵害する行為を

行うこと 

4. 前項に違反する行為があった場合、本教室は当該受

講生に対し、直ちに教材の返還を請求できるものとし、 
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別紙１ 

 

特定商取引法の特定継続的役務提供に該当すると

みなさない（該当しない）講座について 

 

以下に記載の講座については特定商取引法の特定継続的役務提供に該当するとみなさな

い（該当しない）ため、クーリング・オフ及び中途解約ができません。 

 

通学科 

・ 医薬翻訳入門 

 

・ 医薬翻訳入門＋特別テキスト 

 

・ メディカル翻訳初級 

 

・ 個別指導講座 

次に示す A～Dに該当する場合 

 入学金の要否 テキスト代の要否 受講時間 

A 必要 必要 5 時間以下 

B 必要 不要 6 時間以下 

C 不要 必要 6.5 時間以下 

D 不要 不要 7.5 時間以下 

 

・ 個別指導講座 Executive 

次に示す E～Hに該当する場合 

 入学金の要否 テキスト代の要否 受講時間 

E 必要 必要 1.5 時間以下 

F 必要 不要 3 時間以下 

G 不要 必要 2.5 時間以下 

H 不要 不要 3.5 時間以下 

 

・ 特別講座（不定期開催） 

開催の有無については募集要項[通学科]をご確認ください。 

 

通信科 

・ 医薬翻訳入門・通信講座 

詳細な講座の内容は募集要項[通信科]をご確認ください。 

 

 


